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はじめに

TV ゲーム機用のモーション・キャプチ

ャ・デバイス*1 が、手頃で高機能な画像セン

サとして注目されています。人がジェスチャ

を介して TV ゲームを楽しむための玩具です

が、実体は「リアルタイム距離画像*2 センサ」

そのものと言え、学術的に見ると、人間と機

械とのコミュニケーション手段を仲介するた

めのデバイスに位置付けられます。

そのようなデバイスが一万円台という低価

格で入手可能になったことで、娯楽用途から

離れた先端的研究においても、その機能を生

かしたアプリケーションが活発に創作されつ

つあります。

ここではこのデバイスを、距離画像センサ

とカラーカメラの両方を備える高機能な低コ

スト画像センサとして捉え、その応用の可能

性と、当所でのデモ・プログラム試作例を、

簡単にご紹介します。

取得できるデータと画像処理

本報告で用いているデバイスは、距離画像

センサとカラーカメラにより、距離画像と

RGB カラー画像の両方を同時に取得できま

す*3（図１）。距離画像の画素は三次元空間の

zyx ,, 座標の実寸値を保持しています。その

生成には、近赤外線レーザをパターン化して

対象物に投影し、カメラの画像を元に三角測

量の原理を用いているといわれています。*4。

数値的な精度では「計測」と呼べるレベルで

                                                  
*1 Microsoft 社の”KINECT Sensor”、ASUS 社の”Xtion 

PRO”などの製品が存在（執筆時点）。
*2 画素が奥行きに関する情報を持つ画像。
*3 その他のマイク、本体のチルト駆動などの機能も装備す

る。
*4 日経エレクトロニクス 2010,12-27.詳細な技術仕様は現

時点では公表されていない。

はないようですが、日常感覚的なおよその寸

法、被写体の概形を識別する程度の利用法で

は十分とみられます。距離画像とカラー画像

は、お互いの被写体の位置が画像上で合致す

るよう補正した状態で取得できます。

デバイスをパソコンに USB 接続し、これ

ら画像のデータを自作のプログラムで比較的

容易に使用できます。パソコンとセンサ間の

データ送受を可能にする「ドライバ」や「ソ

フトウェア開発キット(SDK)*5」はインター

ネット上から無償で入手可能で、ユーザは C
や C++言語の知識があればカラー画像や距

離画像を利用したプログラムを作成できます。

このセンサの大きな特徴は、画像だけでな

く、従来は非常に複雑な追加処理が必要だっ

た情報までもが、結果のみを直接取得できる

ことです。例えば複数の人を同時に検出し、

その領域を分離し、個々人を識別してラベル

付けすること、さらに頭部、腕、胴体などの

部位の認識や、数種類の特定のジェスチャや

ポーズの認識までが、センサ本体あるいは

SDK で生成され、その結果だけを利用するこ

とができます。その分パソコンの CPU の負

担も増えず、ユーザはオリジナルの着想部分

のプログラムの記述に注力できます。

                                                  
*5 「OpenNI」および「NITE」1) 、あるいは「Kinect for 

Windows SDK beta」2)などが存在する（執筆時点）。互

換性はない。

図１ 距離画像(左)と カラー画像(右)
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実際のプログラミングでは画像処理の知識

と技術は必須ですが、これについては例えば

無償の画像処理ライブラリとして知られる

OpenCV3)が役立ちます。OpenNI からの画像

データとの整合は可能なので、OpenCV によ

る基本から相当高度な画像操作までを少ない

コードで記述することがきます。さらに三次

元的表示に関しては OpenGL4)を併用するこ

とで、コストを掛けることなく短時間にアイ

デアをプログラムに表現することができます。

デモ・プログラム

図２は、当研究所の平成 23 年度府民開放

事業の際に低年齢層向けに公開したリアルタ

イムのデモ・プログラムの一部です。図２(a)
は上に述べた人領域の分離機能を利用して、

人に該当しないときの部分背景を連続的に置

き換えています。図２(b)は距離画像にカラー

画像をマッピングし、ディスプレイ上で連続

的に変化する視点からの三次元的表示を行っ

ています。

このプログラムではまだセンサのごく一部

の機能しか使用しておらず、さらに面白い応

用への可能性は大いにあります。動作環境は

WindowsXP 上で、Windows 用の OpenNI、
また OpenCV、OpenGL を併用しています。

おわりに

技術イノベーションの恩恵は、家電品から、

アミューズメント分野にまで行き渡っていま

す。モーションキャプチャデバイス、リアル

タイム距離画像センサが一万円少々で入手で

きるようになるとは、ほんの少し前まではほ

とんど予想されていなかったと思われます。

紹介したセンサは、精度や耐久性・信頼性

が要求される生産現場でそのまま使用するこ

とは難しいかもしれませんが、人を検知した

り、ジェスチャやポーズを実時間で解析でき

る機能は、監視用途へはもちろん、人の見守

りという用途へは非常に適していると思われ

ます。今後、人と関わる居住環境内でのロボ

ットのビジョンシステムなど、医療・福祉施

設に適した仕様での供給と、機能をさらに活

用した応用の展開が期待されます。

最新の高機能センサの使用例を、画像デー

タの活用という観点からご紹介しましたが、

当所では画像処理全般の技術相談にも対応し

ています。検査や生産の自動化に限らず、画

像あるいは光が応用できそうなセンシング関

連の技術課題をお持ちでしたら、まずはご相

談だけでも、お気軽にお問い合わせください。
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図２ 試作デモ・プログラム
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